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有鬚動物マ シコ ヒゲム シ共生細菌の 同定と単離の試み
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【目的】

マ シコ ヒゲム シ（0蜘 b蝦 c嫐 脇 掀 切 は能登半島先端に位置する九十九湾の 水深約 20〜

30m の硫化物に富む泥中に生 息してい る。 この 動物は水深約 2000m の熱水噴出口付近で 生

息 して い るハ オリム シと同じ有鬚動物門に属 し、 口や肛門 、 消化器官を全 く持たない 。 これ

らの生物は体内に化学合成独立栄養細菌を共生させてお り、 その 共生細菌が非光合成的に炭

酸固定 し、 合成 した有機物か ら生育に必要なエ ネルギー
を獲得 していると考えられて いる 。

一
方 、 他の有鬚動物では共生細菌が宿主の配偶子 には存在しない ことが報告

ω
されて お り、

この こ とは共生細菌は各世代毎に周辺環境等から獲得されてい る こ とを示唆す る。 本研究で

は 、 マ シコ ヒゲムシ と細菌 との共生の 意義やその分子機構の解明 を目的に、共生細菌の 16S

rDNA 配列 を決定し 、 その 分子系統を考察した 。 さ らに、化学合成イオウ酸化細菌が選択的

に生育する培養液を用いて 、 宿主が生 怠して い る周辺土壌か らマ シ コ ヒゲム シ共生細菌と同
一

の 16S　rDNA ．の配列を有する細菌の 単離を試みた 。

【結果 ・考察】

G）マ シコ ヒゲム シ破砕液を鋳型として Bacteda　16S　rDNA に特異的なプライマ
ーを用い

PCR を行な っ た 。 複数回の独立の PCR か ら得 られた増幅断片をクロ
ー

ニ ングし 15個のクロ

ー
ン につ いて塩基配列を決定した 。 その結果、全て 同じ塩基配列を有し、 1 種類の DNA のみ

が増幅されてい た。 また 、 その 分子系統解析から本細菌はγProtedba（Xertaに属してい た。

OD 九十九湾か らマ シ コ ヒゲム シを採取する際に得られる泥 （約 2g）を化学合成イオウ酸

化細菌用の培養液 （100m　1）に接種 し、 約
一・
年問継代培養 （15 回）を行な っ た。 その後、1mi

の培養液から得られた菌体の染色体DNA を鋳型として Bacteria　16S　rDNA に特異的なプラ

イマ ーを用い PCR を行な っ た 。 増幅断片を鋳型 として   で得 られた細菌に特異的なプライマ

ーを設計し nested 　PCR を行なっ た ところ 、 マ シコ ヒゲム シ共生細菌の 16S　rDNA の配列と

完全に一致する rDNA を持つ細菌が培養液中に存在する ことを示す結果が得 られた 。 現在、

その培養液か ら本細菌の 単離を試みてい る。
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